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県
人
事
委
員
会
勧
告
が
10
月
９
日
に
出
さ
れ
、
７
年
ぶ
り
の

基
本
給
・
一
時
金
の
同
時
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勧
告
の
主
な
内
容
は
、

①
月
例
給
を
平
均
９
０
４
円
引
き
上
げ
。
な
お
、
初
任
給
（
若

年
層
）
部
分
は
二
千
円
前
後
引
き
上
げ
。

②
勤
勉
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ
（
年
間
３
・
９
０
月
↓

３
・
９
５
月
）

③
寒
冷
地
手
当
の
給
付
地
域
見
直
し
。
た
だ
し
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
対
象
外
に
な
っ
た
地
域
は
、
独
自
に
調
査
し
検
討

す
る
。

④
現
行
の
給
与
構
造
改
革
に
よ
る
現
給
保
障
を
２
０
１
５
年
３

月
末
に
廃
止
し
、
昇
級
回
復
を
２
０
１
５
年
４
月
に
行
う
。

⑤
通
勤
手
当
は
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
動
向
等
を
考
慮
し
交
通
用

具
者
部
分
を
見
直
す
。

⑥
国
で
勧
告
さ
れ
た
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
は
、
給

与
構
造
改
革
の
経
過
措
置
を
廃
止
し
、
昇
級
回
復
を
行
い
、

他
県
の
状
況
を
考
慮
し
て
検
討
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
勧
告
は
一
見
、
引
き
上
げ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

生
涯
賃
金
で
見
る
と
賃
下
げ
と
な
る
不
十
分
な
内
容
で
す
。
若

年
層
は
、
現
在
の
高
齢
層
の
賃
金
水
準
に
は
到
達
せ
ず
、
現
在

の
高
齢
層
は
ほ
と
ん
ど
が
引
き
下
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
の
将
来
に
希
望
が
持
て
る
内
容
に
す
る
た
め
、
組
合
に

結
集
し
て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
４
年
県
人
事
委
員
会
勧
告

県医労第152回中央委員会

秋・年末闘争で労働条件の
改善を勝ち取ろう！

　

県
医
労
第
１
５
２
回
中
央
委

員
会
は
、
10
月
18
日
、
盛
岡

市
「
岩
手
県
自
治
会
館
」
で
開

催
さ
れ
、
秋
・
年
末
闘
争
勝
利

に
向
け
た
活
動
方
針
、
予
算
更

正
な
ど
が
提
起
さ
れ
、
各
議
案

は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

討
論
で
は
、「
病
棟
の
受
け

入
れ
診
療
科
が
増
え
、
業
務
が

煩
雑
化
し
増
加
し
て
い
る
」「
慢

性
的
な
人
員
不
足
の
た
め
、
す

ぐ
に
９
回
夜
勤
が
発
生
し
て
し

ま
う
」「
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
多

い
」「
超
過
勤
務
の
事
前
指
示

を
す
る
ど
こ
ろ
か
、
請
求
も
さ

せ
て
も
ら
え
な
い
」「
参
加
す

る
よ
う
指
示
さ
れ
た
研
修
に
、

旅
費
も
出
し
て
も
ら
え
な
い
」

な
ど
、
職
場
で
の
過
酷
な
実
態

が
次
々
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
、
岩
手
自
治
労
連

の
佐
藤
前
委
員
長
が
人
事
委
員

会
勧
告
に
つ
い
て
講
演
。
勧
告

内
容
の
問
題
点
を

具
体
的
な
デ
ー
タ

を
示
し
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２

日
に
県
医
労
独
自

の
秋
・
年
末
闘
争

決
起
集
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
集
会

に
参
加
し
、
要
求

実
現
に
向
け
て
当

局
へ
怒
り
を
ぶ
つ

け
ま
し
ょ
う
。

方針提起する○○書記長
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来て見て感じること大事！

岩手フィールド・被災地コース
　２日目の岩手フィールド・東日本大震災被
災地コースは、陸前高田市内のホテルを会場
に、戸羽市長の歓迎あいさつの後、県立高
田病院石木前院長の講演、「奇跡の一本松」
見学と、長部仮設住宅への訪問が主なスケ
ジュールでした。遠くは沖縄から、総勢44
名が参加。
　「被災地は岩手が初めて」という参加者が

多く、「実際に見て復
興が困難を伴うもの
だとわかった。社会
保障闘争に力が入る
思い」など、参加し
て良かったとの声が
多数聞かれました。
　私たちは「住民
本位の復興はまだま
だ！」と、もっと全
国へ発信し、声をあ
げなければいけない
のだと気づかされま
した。　　　　（中野）

青空に映える
奇跡の一本松

　

９
月
25
日
〜
27
日
の
３
日

間
、
第
42
回
中
央
社
会
保
障
学

校
が
「
ホ
テ
ル
花
巻
」
で
開
催

さ
れ
、
学
習
講
演
の
ほ
か
被
災

地
視
察
・
沢
内
村
見
学
な
ど
、

岩
手
な
ら
で
は
の
企
画
も
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
学
校
に
は
全

国
か
ら
２
３
８
人
、
県
医
労
か

ら
４
支
部
・
本
部
10
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
学
習
講
演
は
２

つ
。
日
野
秀
逸
東
北
大
学
名
誉

教
授
の
「
ヤ
ス
ク
ニ
イ
ズ
ム
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
憲
法
・
社
会

保
障
」
と
長
友
薫
輝

（
ま
さ
て
る
）津
市
立

三
重
短
期
大
学
教
授

の
「
国
保
の
歴
史

と
『
都
道
府
県
単
位

化
』」
で
し
た
。
国

民
の
安
全
・
安
心
は

予
算
の
有
無
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
べ
き

で
な
く
、
人
権
保
障

の
た
め
に
存
在
す
る

も
の
と
学
び
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
４
つ

の
入
門
講
座
が
行
わ
れ
、
社
会

保
障
運
動
の
歴
史
を
学
び
、
労

働
組
合
の
役
割
の
大
き
さ
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
被
災
地
の
た
た

か
い
の
報
告
と
学
習
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。保
育
の
分
野
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
あ
ゆ
み
会
の
小

社
会
保
障
の
根
底
を
覆
す
安
倍
政
権

第
42
回
中
央
社
会
保
障
学
校 

in 

花
巻　

幡
正
子
常
務
理
事
が
、
震
災
直

後
か
ら
の
た
た
か
い
の
様
子
や

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
制

度
の
問
題
点
な
ど
に
ふ
れ
、
医

療
に
つ
い
て
岩
手
県
保
険
医
協

会
の
伊
藤
大
さ
ん
が
被
災
者
医

療
費
負
担
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
を
示
し
、
医
療
費
免
除
継
続

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

後
藤
道
夫
都
留
文
科
大
学
名

誉
教
授
の
「
広
が
り
深
刻
化
す

る
貧
困
と
社
会
保
障
運
動
へ
の

期
待
」
の
講
演
で
は
、
安
倍
政

権
が
社
会
保
障
改
革
と
し
て
最

低
生
活
保
障
を
ど
ん
ど
ん
切
り

崩
し
弱
者
を
追
い
詰
め
、
富
め
る

者
と
貧
困
者
と
の
格
差
を
さ
ら

に
広
げ
、
社
会
保
障
の
根
底
を

覆
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

　

制
度
を
学
び
、
今
後
の
た
た

か
い
に
向
け
た
活
力
と
な
り
ま

し
た
。

熱心に講演を聴く参加者

後藤道夫  都留文科大学名誉教授
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10
月
５
日
、
岩
手
医
労
連
は

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
や
医
療

費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
国
会

請
願
署
名
に
白
衣
で
取
り
組
み

ま
し
た
。こ
の
日
は
、県
内
５
ヶ

所
（
盛
岡
・
花
巻
北
上
・
奥
州
・

一
関
・
釜
石
）
に
分
か
れ
、
12

時
か
ら
１
時
間
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
病
院
職
場
の
現
状
や
、

医
療
・
介
護
総
合
法
が
ど
れ
だ

け
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

る
の
か
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
行
動
で
は
、
県
内

全
体
で
57
名
（
県
医
労
か
ら
は

６
支
部
・
本
部
20
名
）
が
参
加

し
、
７
７
８
筆
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

世論を高め
医師・看護師の大幅増員を

盛岡地区・大通り野村證券前

岩手医労連　
2014県内キャラバン署名

釜石地区・鈴子マイヤ前

奥州地区・コープアテルイ前一関地区・一ノ関駅前

花北地区・イトーヨーカドー前

　
「
い
の
ち
ま
も
る
・
憲
法
い

か
す
10
・
23
国
民
集
会
」
が
、

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

３
２
０
０
名
、
岩
手
か
ら
48

名
、
県
医
労
か
ら
は
８
支
部
・

本
部
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
日

本
医
労
連
の
中
野
千
香
子
執

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
呼

び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
医

師
の
伊
藤
真
美
さ
ん
は
「
人

の
命
よ
り
経
済
や
国
家
を

優
先
す
る
ア
ベ
的
な
も
の
、

ノ
ー
・
サ
ン
キ
ュ
ー
。
当
た

り
前
の
こ
と
を
声
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

た
」
と
述
べ
、
看
護
大
学
客

員
教
授
・
川
島
み
ど
り
さ
ん

は
、「
誰
も
が
人
間
ら
し
く

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
権

利
が
憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ

れ
を
守
ら
な
い
政
府
の
不
当

性
を
声
に
し
、
多
く
の
人
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
他
に
医
師
の

本
田
宏
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
現
場
を
代
表
し
て
４

名
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
後
、「
い
の
ち
守
れ
」

「
社
会
保
障
費
ふ
や
せ
」「
震

災
復
興
に
全
力
を
あ
げ
ろ
」

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ

げ
、
国
会
周
辺
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

「
い
の
ち
守
れ
」と
３
２
０
０
名
が
集
結

〜
10
・
23
国
民
集
会
〜
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看護部
　

10
月
20
日
、
合
同
庁
舎
８
階

講
堂
Ａ
に
お
い
て
青
山
指
導
監

と
看
護
部
会
メ
ン
バ
ー
４
支

部
・
本
部
８
名
が
、「
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
つ
い

て
」
懇
談
を
行
い
、
次
の
点
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
取
り
組
ん
で
い
る
委

員
会
・
会
議
・
研
修（
会
）・
研

究
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
、
非

番
日
に
委
員
会
や
研
修
に
参
加

し
て
い
る
職
員
が
多
い
こ
と
に

つ
い
て
、
指
導
監
は
「
非
番
日

に
出
て
こ
な
く
て
よ
い
の
で

は
？
委
員
会
等
は
勤
務
日
に
し

て
い
る
は
ず
」
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
定
期
大
会
や
中
央
委

員
会
で
も
話
題
と
な
っ
た
Ｐ
Ｎ

Ｓ
に
つ
い
て
、
指
導
監
は
、
看

護
方
式
の
一
つ
で
あ
り
、
新
人

と
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
の
ペ
ア
に

よ
る
看
護
技
術
の
向
上
や
業
務

の
負
担
軽
減
が
目
的
で
あ
り
、

業
務
の
時
間
短
縮
は
「
お
ま
け

の
よ
う
な
も
の
」
と
話
し
ま
し

た
。
看
護
部
会
か
ら
は
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
実
施
し
て
い

る
部
署
か
ら
「
超
過
勤
務
が
ま

す
ま
す
書
け
な
く
な
っ
た
」「
イ

ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
、
責
任
を

追
及
さ
れ
る
」「『
ペ
ア
で
行
っ

て
い
る
の
に
何
故
？
』
と
自
己

責
任
に
さ
れ
る
雰
囲
気
が
あ

る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。

委
員
会
・
研
修
等
の
参
加
は

勤
務
日
に

思
い
や
り
の
あ
る
職
場
づ
く
り
へ

看
護
指
導
監
と
の
懇
談　

　

時
差
出
勤
が
組
合
と
協
議
さ

れ
ず
に
行
わ
れ
て
お
り
、
事
務

部
門
で
も
把
握
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
伝
え
ま
し
た
。

　

北
村
主
査（
職
員
課
・
給
与
担

当
）か
ら
、「
時
差
出
勤
は
勤
務

条
件
の
変
更
で
あ
り
、
労
使
で

協
議
を
し
、
す
す
め
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
協
議
を
し
な
い

で
行
っ
て
い
る
病
院
は
指
導
す

る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

  　　　2013年看護職員の労働実態調査
　　　　　県医労版パート5　　　　 　
　今回はミス・ニアミスとストレスについて
の調査結果を報告します。ミス・ニアミスの
経験があると回答した人は前回の結果と比べ
１ポイント、全国と比べると4.4ポイント高
い結果となっています。医療・看護事故が起
こる原因では、「慢性的な人手不足による医
療現場の忙しさ」「交替制勤務による疲労の
蓄積」「看護の知識や技術の未熟さ」が上位
を占めています。順位・数値について、前回
の結果と差はありませんが、全国結果と比べ
10ポイント以上高い結果です。
　今の仕事への不満、悩み、ストレスについ
ても、「ある」との回答は全国より11.3ポイ
ントも高い結果となっており、仕事量が多く、
職場の人間関係が悪いことも見えてきます。

ミス・ニアミス経験と仕事へのストレスある

全国より10ポイントも高く

Ｐ
Ｎ
Ｓ
導
入
目
的
は

超
過
勤
務
縮
減
で
は
な
い

青山看護指導監

時
差
出
勤
は

　

 　

労
使
で
協
議
を

参加した看護部会のメンバーたち
表１  最近３年間のミスやニアミス経験

2009年 2013年 2013年
（全国）

ある 88.6 89.7 85.3
ない 9.8 7.7 11.5

表３  今の仕事への不満、悩み、ストレス
2009年 2013年 2013年

（全国）

ある 77.4 78.5 67.2
ない 11.4 10.5 16.7

表２  医療・看護事故が起きる大きな原因
2009年 2013年 2013年

（全国）

慢性的な人手不足による医療の現場の忙しさ 87.6 89.8 79.7
交代制勤務による疲労の蓄積 38.1 34.5 25.5
看護の知識や技術の未熟さ 22.2 24.9 36.2
医療の知識や治療技術の未熟さ 1.0 2.7 2.2
職場の人間関係 7.4 10.8 6.9
看護職と医師との連携の悪さ 17.6 18.2 17.3
薬剤の紛らわしさ 5.8 8.5 8.4
医療従事者のモラルの低下 2.0 1.7 2.8
その他 5.8 4.3 7.6

表４  今の仕事への不満、悩み、ストレスの要因（上位５つのみ表示）
2009年 2013年 2013年

（全国）

仕事の質の問題 30.6 28.5 30.4
仕事の量の問題 43.8 48.4 46.7
仕事への適性の問題 26.9 21.8 19.9
職場の人間関係 32.4 33.1 28.3
事故の不安 13.2 12.0 11.8
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女性部・青年部

ブロック 担　当 日　程 会　場 内　容

北部 久慈 11月9日㈰ 久慈駅 お座敷列車
北三陸号

中部 江刺 11月8日㈯ Ｚホール 陶芸

南部 千厩 12月6日㈯ 猊鼻渓 紙すき体験と舟
下り

三陸 宮古 11月29日㈯ 休暇村陸中宮古 生花入りのリース作り

午後から行われた女性部長会議（岩手県民会館）

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
決
ま
る

　

10
月
２
日
、
女
性
部
長
会
議

が
開
催
さ
れ
、
14
支
部
・
本
部

22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
急
遽
、
人
事
院
勧

告
で
出
さ
れ
た
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
阻
止
、
諸
手

当
改
善
を
求
め
る
地
公
共
闘
総

決
起
集
会
・
県
庁
座
り
込
み
に

参
加
。
午
後
か
ら
開
催
し
た
女

性
部
長
会
議
で
は
、
定
期
大
会

後
の
職
場
の
状
況
や
、
今
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
・
内

容
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

職
場
交
流
で
は
、夜
勤
問
題
、

超
勤
、
病
院
間
の
応
援
、
Ｐ
Ｎ

Ｓ
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
深
刻
な

職
場
の
状
況
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
超
勤
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い

て
は
記
録
を
取
る
こ
と
の
大
切

さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

岩手医労連女性部第28回定期大会

書記長に○○○○さん
　10月７日、岩手医労連女性部第28
回定期大会が「エスポワールいわて」
で開催されました。
　大会議長を○○○○○さん（胆沢）、
選挙管理委員長を○○○○○さん（本
部）が務めました。
　大会では１年間の総括と新年度の
運動方針について討論し、各単組か
ら女性部活動や職場の状況が報告さ
れました。次期役員には、県医労か
ら書記長に○○○○さん（本部）、委
員に○○○○さん（中央）が選任され
ました。

　

10
月
11
日
、
岩
手
医
労
連
青

年
部
第
34
回
定
期
大
会
が
盛
岡

市
「
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
（
都
南
文

化
会
館
）」
で
開
催
さ
れ
、
一

年
間
の
運
動
方
針
や
役
員
体
制

な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
盛
岡
赤
十
字
病

院
労
組
の
代
議
員
か
ら
、
青
年

部
を
再
始
動
さ
せ
、
10
人
の
新

入
職
員
を
迎
え
て
元
気
に
活
動

し
て
い
る
様
子
や
、
昨
年
の
全

国
ア
ク
ト
（
広
島
）
と
今
年
の

み
ち
の
く
ア
ク
ト
（
山
形
）
に

２
年
続
け
て
参
加
し
た
医
大
教

職
組
の
代
議
員
か
ら
、「
ア
ク

ト
で
出
会
っ
た
仲
間
と
ま
た
会

え
る
の
を
楽
し
み
に
仕
事
を
頑

張
っ
て
い
る
」
等
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。　

　

県
医
労
か
ら
は
３
支
部
７
名

が
出
席
し
、
大
会
の
選
挙
委
員

長
を
○
○
○
さ
ん
（
一
戸
）
が

務
め
ま
し
た
。次
期
役
員
に
は
、

県
医
労
か
ら
副
部
長
に
○
○
○

○
さ
ん
（
磐
井
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

岩手医労連青年部第34回定期大会

仲間との交流を
がんばる力に

２
０
１
４
年
度
女
性
部
長
会
議
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食
欲
の
秋
。
採
れ
た
て
の
キ

ノ
コ
が
入
っ
た
芋
の
子
汁
を
食

べ
ま
し
た
が
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
里
芋
は
皮
む
き

な
ど
手
間
が
多
い
で
す
が
、
今

シ
ー
ズ
ン
中
に
自
分
で
も
作
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
光
支
部　

ぱ
ん
だ

　

　

　
「
私
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、

お
母
さ
ん
み
た
い
に
仕
事
バ
ン

バ
ン
や
っ
て
、
ビ
ー
ル
ガ
ブ
ガ

ブ
の
む
ぞ
〜
」
と
５
歳
の
娘
に

言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）

久
慈
支
部　

ぽ
っ
く
ん

　

　

　

10
月
で
夏
期
休
暇
取
得
月

が
終
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は

ど
れ
だ
け
希
望
日
に
希
望
日

数
を
取
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

カ
レ
ン
ダ
ー
通
り
に
休
め
な

い
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
配
慮
し

て
欲
し
い
で
す
よ
ね
。
何
も

言
わ
な
く
て
も
定
期
的
に
休

日
が
し
か
も
連
休
で
も
ら
え

る
人
達
に
は
こ
の
苦
労
は
わ

　
「
若
い
人
と
話

が
あ
わ
な
い
」「
今

の
若
者
は
考
え
方

が
全
く
違
う
」
な

ど
と
言
う
声
が
よ

く
聞
か
れ
、
様
々

な
雑
誌
・
新
聞
で

も
記
事
に
な
っ
て

い
る
。
昔
か
ら

あ
っ
た
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
だ
が
、
若
者
、
特
に

新
人
が
「
新
人
類
」「
宇
宙
人
」

「
ゆ
と
り
世
代
」
な
ど
様
々
な

名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
自
分

も
就
職
当
初
は
、
先
輩
達
か

ら
「
イ
マ
ド
キ
の
ひ
と
は
分
か

ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
す
▼
若
者
・

新
人
は
、
仕
事
だ
け
で
な
く
人

生
経
験
も
少
な
い
た
め
か
、
上

手
く
意
図
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と

が
多
々
あ
る
。
独
断
と
偏
見
か

も
し
れ
な
い
が
、「
空
気
を
読

む
」「
言
葉
の
裏
を
読
む
」
こ

と
は
、
や
は
り
経
験
が
も
の
を

い
う
と
感
じ
る
。
様
々
な
人
生

経
験
を
重
ね
て
き
た
人
ほ
ど
、

ち
ょ
っ
と
の
説
明
で
話
が
通
じ

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

9
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
25
名
の
応

募
が
あ
り
、
24
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
9
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

鼻
曲
が
り
土
偶
、
ぽ
っ
く
ん

（
以
上
、
久
慈
支
部
）、
ぬ
ぬ（
二

戸
支
部
）、
じ
ゃ
が
い
も
の
花
、

マ
グ
ナ
ム（
以
上
、
中
央
支
部
）、

夏
太
り（
江
刺
支
部
）、
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ（
南
光
支
部
）、
夢
見
る

お
ば
ち
ゃ
ん
、
み
た
マ
マ
、
新

ア
ル
バ
ム
が
楽
し
み
な
ア
ラ

シ
ッ
ク（
以
上
、
宮
古
支
部
）

か
ん
ね
ぇ
か
な
ぁ
。

南
光
支
部　

生
さ
ん
ま

　

　

　

世
の
中
も
家
族
も
連
休
な
の

に
私
だ
け
毎
日
仕
事
。
家
族
と

休
め
る
休
日
が
ほ
し
い
。

大
船
渡
支
部　

匿
名
希
望

　

　

　

食
い
し
ん
ぼ
う
の
私
の
ゴ
ハ

ン
の
お
供
は
「
め
か
ぶ
＋
オ
ク

ラ
＋
納
豆
＋
豆
腐
」
を
ポ
ン
酢

で
グ
ル
グ
ル
か
き
回
し
、
か
つ

お
節
を
パ
ッ
パ
と
振
っ
た
名
付

け
て
『
フ
ォ
ー
ネ
バ
ー
』、
一

度
お
試
し
あ
れ
♡

江
刺
支
部　

腹
が
減
っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ

　

朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り

ま
し
た
ね
。
ス
ト
ー
ブ
の
準
備

し
な
く
ち
ゃ
…
。
灯
油
高
い
ん

で
し
ょ
う
ね
…
。
今
か
ら
５
月

ま
で
大
変
で
す
。

中
央
支
部　

マ
グ
ナ
ム

る
し
思
い
が
伝
わ
っ
て
い
る
と

思
う
（
希
に
例
外
的
な
人
も
い

る
が
）
▼
経
験
が
少
な
い
人
に

上
手
く
伝
え
る
に
は
何
が
必
要

か
。
や
は
り
組
合
運
動
の
基
本

で
も
あ
る
「
対
話
」
す
る
こ
と

し
か
な
い
と
思
う
。「
黙
っ
て

俺
に
付
い
て
こ
い
」「
先
輩
の

背
中
を
見
て
覚
え
ろ
」
も
悪
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
や
は
り
上

手
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
し
っ
か
り
と
対
話
す
る
こ

と
に
よ
り
、
意
思
の
疎
通
が
で

き
、
経
験
が
少
な
い
人
に
も
思

い
が
伝
わ
る
。
更
に
こ
れ
が
次

世
代
に
繋
が
っ
て
い
く
▼
組
合

加
入
は
１
回
誘
え
ば
終
了
で
は

な
い
し
、
相
手
に
理
解
も
し
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
っ
か

り
「
対
話
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、

組
合
が
い
か
に
必
要
な
も
の
か

が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
し
、
そ

の
中
で
自
分
が
新
た
に
発
見
す

る
こ
と
や
再
認
識
す
る
こ
と
も

あ
る
。
県
立
病
院
を
こ
の
「
対

話
」
が
十
分
に
で
き
る
職
場
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。（

Ｈ
）



11月の予定
４日（火） 給食問題研究会（二戸病院）

６日（木） 看護部会（勤労福祉会館）

７日（金）～８日（土）

 職制組合員集会（ホテル紫苑）

８日（土） 11.8秋の県民集会（県公会堂）

 女性部中部ブロック集会（奥州市Zホール）

９日（日） 北部ブロック集会（久慈市）

15日（土）～16日（日）

 青年部中央交流会（東京近郊）

 岩手医労連壮年部集会（八幡平ハイツ）

20日（木） 支部長会議（水産会館）

22日（土） はたらく女性の岩手県集会（県公会堂）

 「戦争する国」はNo！11.22岩手県民集会（教育会館）

22日（土）～23日（日）

 日本医労連東北地方協精神病院労組交流集会（愛真館）

29日（土） 女性部三陸ブロック交流集会（休暇村陸中宮古）

30日（日） 地域医療を守る全国交流集会（東京）

1280円
（絵7枚　A2版　59.4x42㎝）

未来をになう子どもたちに

核兵器のない地球を！

いわさきちひろいわさきちひろ
2015カレンダー（大判）2015カレンダー（大判）

12月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

２日（火） 県医労総決起集会（勤労福祉会館5階大ホール）

 看護部会（県民会館）

６日（土） 女性部南部ブロック交流集会（猊鼻渓）

６日（土）～７日（日）

 日本医労連病院給食交流会

13日（土） 岩手医労連36協定・安全衛生委員会学習会

20日（土） 岩手県社会保障学校（アイーナ）


